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九
五
五
年
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政
治
経
済
体
制
二
第
二
次
世
界
大
戦
後
三
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
四
朝
鮮
休
戦
後
、
一
九
五
五
年
ま
で
一
一
九
五
五
年
の
政
治
経
済
体
制
戦
後
日
本
政
治
史
の
最
も
重
要
な
概
念
の
一
つ
に
、
一
九
五
五
年
体
制
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
概
念
は
、
そ
の
年
の
保
守
合
同
と
社
会
党
統
一
に
よ
っ
て
成
立
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
、
形
式
的
に
は
自
由
民
主
党
と
日
本
社
会
党
の
二
党
制
、
実
質
的
に
は
自
民
党
の
一
党
優
位
政
党
制
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
は
政
党
政
治
に
お
け
る
転
機
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
経
済
的
に
も
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ガ
ッ
ト
へ
の
正
式
加
入
、
日
本
生
産
性
本
部
の
設
立
、
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
」
の
策
定
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
従
来
、
一
九
五
五
年
に
成
立
し
た
政
治
体
制
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
経
済
体
制
と
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
一
九
五
五
年
の
政
治
経
済
体
制
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
い
か
に
し
て
成
立
し
た
1
の
か
。
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ま
ず
、
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
え
た
い
。
一
九
五
五
年
に
成
立
し
た
政
治
経
済
体
制
を
理
解
す
る
上
で
有
益
な
概
念
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー
の
「
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
2
主
義
」
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
メ
イ
ヤ
ー
の
「
生
産
性
の
3
政
治
」
が
あ
る
。
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
」
と
は
、
開
放
的
な
対
外
経
済
関
係
と
介
入
的
な
国
内
経
済
政
策
の
結
合
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
存
在
し
、
そ
の
戦
後
に
復
帰
が
目
指
さ
れ
た
よ
う
な
金
本
位
制
に
基
づ
く
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
と
は
異
な
り
、
自
由
放
任
的
な
国
内
経
済
政
策
と
の
結
合
で
は
な
く
、
完
全
雇
用
の
達
成
や
所
得
水
準
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
介
入
的
な
国
内
経
済
政
策
、
い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
と
両
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
成
立
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
｜
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
な
い
し
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
下
で
、
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
」
が
実
現
し
、
西
欧
諸
国
に
政
治
の
安
定
と
経
済
の
成
長
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
、
ガ
ッ
ト
へ
の
正
式
加
入
が
実
現
す
る
一
方
、
経
済
の
自
立
」
と
「
完
全
雇
用
の
達
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
経
済
政
策
に
総
合
性
と
計
画
性
を
付
与
す
る
「
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
4
と
は
、
日
本
に
お
け
る
「
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
」
の
成
立
を
意
味
し
た
と
い
5
え
る
。
生
産
性
の
政
治
」
は
、
こ
の
「
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
」
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
性
向
上
運
動
を
自
由
主
義
諸
国
に
移
植
し
よ
う
と
試
み
た
。
ア
メ
リ
カ
の
援
助
と
指
導
の
下
、
労
働
者
と
経
営
者
の
協
力
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
生
産
性
向
上
運
動
は
、
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
、
輸
出
を
振
興
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
の
な
か
で
存
立
し
う
る
国
民
経
済
を
建
設
す
る
一
方
、
経
済
成
長
、
つ
ま
り
パ
イ
の
拡
大
に
よ
っ
て
ゼ
ロ
・
サ
ム
的
な
労
使
対
立
を
解
消
し
、
労
働
の
体
制
内
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
、
日
本
生
産
性
本
部
が
設
置
さ
れ
、
総
同
盟
を
皮
切
り
に
全
労
加
盟
の
労
働
組
合
が
参
加
し
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
労
使
協
力
が
実
現
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
「
生
産
性
の
政
治
」
の
成
立
を
意
味
し
た
と
い
6
え
る
。
以
上
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
へ
の
参
加
を
前
提
と
し
て
国
家
介
入
や
労
使
協
力
を
行
い
、
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経
済
レ
ヴ
ェ
ル
の
生
産
性
・
生
産
力
を
向
上
・
増
7
強
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
り
、
国
際
収
支
の
衡
、
つ
ま
り
経
済
自
立
を
達
成
す
る
一
方
、
完
全
雇
用
や
所
得
水
準
向
上
な
ど
福
祉
国
家
を
実
現
す
る
、
と
い
う
政
治
経
済
体
制
が
、
一
九
五
五
年
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
ま
で
の
、
お
そ
ら
く
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
日
本
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
対
外
経
済
関
係
上
の
脆
弱
性
の
認
識
ゆ
え
に
、
国
際
収
支
の
衡
と
い
う
観
点
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
一
に
、
生
産
性
・
生
産
力
の
向
上
・
増
強
の
成
果
は
、
福
祉
国
家
の
実
現
よ
り
も
、
国
際
競
争
力
の
強
化
に
向
け
ら
8
れ
た
。
第
二
に
、
積
極
政
策
が
特
に
財
政
面
で
極
力
回
避
さ
れ
、
昭
和
二
九
年
度
予
算
か
ら
昭
和
三
一
年
度
予
算
に
か
け
て
の
「
一
兆
円
予
算
」
の
よ
う
な
緊
縮
政
策
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
財
政
の
衡
と
財
政
規
模
の
抑
制
が
貫
か
9
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
よ
う
な
経
済
政
策
は
、
自
民
党
の
政
策
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
結
党
時
の
「
党
の
性
格
」
は
、
自
由
企
業
を
基
本
と
し
て
、
個
人
の
創
意
と
責
任
を
重
ん
じ
、
こ
れ
に
総
合
的
計
画
性
を
付
与
し
て
生
産
を
増
強
す
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
政
策
を
強
力
に
実
施
し
、
完
全
雇
用
と
福
祉
国
家
の
実
現
を
は
か
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、
党
の
政
綱
」
は
、
通
貨
価
値
の
安
定
と
国
際
収
支
の
衡
の
上
に
立
つ
経
済
の
自
立
繁
栄
と
完
全
雇
用
の
達
成
を
は
か
る
」
と
主
張
し
て
10
い
る
。
こ
う
し
た
経
済
政
策
を
決
定
・
実
施
す
る
た
め
に
自
民
党
は
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
大
き
く
い
っ
て
自
由
党
（
日
本
自
由
党
、
民
主
自
由
党
、
自
由
党
）
と
民
主
党
（
日
本
進
歩
党
、
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
改
進
党
、
日
本
民
主
党
）
の
二
つ
の
系
列
に
分
か
れ
て
き
た
保
守
政
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
持
ち
、
合
同
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
社
会
党
は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
か
。
以
下
、
こ
の
問
題
、
つ
ま
り
最
初
で
示
し
た
後
者
の
問
題
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
際
、
政
治
家
・
政
党
の
思
想
や
行
動
よ
り
も
、
そ
れ
を
規
定
・
拘
束
す
る
構
造
的
な
も
の
、
な
か
ん
ず
く
国
際
情
勢
、
具
体
的
に
い
え
ば
冷
戦
の
動
向
を
重
視
す
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
ま
ず
二
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
朝
鮮
戦
争
勃
発
ま
で
を
扱
う
。
広
い
意
味
で
の
冷
戦
が
本
格
的
に
波
及
1955年政治経済体制の形成（中北浩爾）
141
す
る
前
の
段
階
で
あ
る
。
次
に
三
で
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
か
ら
朝
鮮
休
戦
ま
で
を
扱
う
。
熱
戦
が
勃
発
し
、
広
い
意
味
で
の
冷
戦
が
波
及
す
る
段
階
で
あ
る
。
最
後
に
四
で
は
、
朝
鮮
休
戦
後
、
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
を
経
て
、
一
九
五
五
年
に
至
る
ま
で
を
扱
う
。
熱
戦
が
終
わ
り
、
緊
張
緩
和
が
進
展
し
、
東
西
両
陣
営
間
の
熱
戦
に
は
至
ら
な
い
極
度
の
緊
張
関
係
と
い
う
本
来
的
な
意
味
で
の
冷
戦
が
定
着
す
る
段
階
で
あ
る
。
二
第
二
次
世
界
大
11
戦
後
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
が
直
面
し
た
最
大
の
問
題
は
、
戦
時
中
の
生
産
設
備
の
酷
使
や
戦
災
、
原
材
料
の
輸
入
の
途
絶
な
ど
に
よ
る
過
小
生
産
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
深
刻
な
物
資
の
不
足
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
激
し
く
昂
進
し
た
。
一
九
四
六
年
二
月
一
七
日
に
は
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
を
収
束
さ
せ
る
た
め
、
金
融
緊
急
措
置
が
実
施
さ
れ
た
が
、
通
貨
処
理
と
い
う
金
融
面
を
中
心
と
す
る
対
策
で
は
限
界
が
あ
り
、
結
局
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
五
月
二
二
日
に
成
立
し
た
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
の
石
橋
湛
山
蔵
相
は
、
財
政
・
金
融
面
で
の
積
極
政
策
に
よ
る
生
産
の
復
興
を
目
指
し
た
が
、
イ
ン
フ
レ
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
、
共
産
党
系
労
組
に
よ
る
労
働
攻
勢
が
激
化
す
る
原
因
と
も
な
り
、
経
済
危
機
が
深
刻
化
し
た
。
自
由
党
の
経
済
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
へ
の
参
加
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
由
放
任
的
で
国
家
介
入
を
排
し
、
労
働
組
合
運
動
に
も
抑
制
的
で
、
財
政
・
金
融
面
で
の
積
極
政
策
に
よ
り
生
産
力
・
生
産
性
の
向
上
・
増
強
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
党
は
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
で
は
な
く
、
自
由
党
と
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
へ
の
参
加
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
国
家
介
入
や
労
使
協
力
に
よ
っ
て
生
産
性
・
生
産
力
を
向
上
・
増
強
さ
せ
、
労
働
者
の
生
活
水
準
の
向
上
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
国
際
競
争
力
を
強
化
し
よ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
一
九
五
五
年
の
政
治
経
済
体
制
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
自
由
党
に
対
抗
す
る
保
守
政
党
と
し
て
一
九
四
七
年
三
142
立教法学 61号（2002)
月
三
一
日
に
結
成
さ
れ
た
民
主
党
も
、
そ
れ
と
概
ね
一
致
す
る
経
済
政
策
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
六
月
一
日
、
社
会
・
民
主
・
国
民
協
同
の
三
党
の
中
道
連
立
に
よ
る
片
山
哲
社
会
党
首
班
内
閣
が
成
立
し
た
。
片
山
内
閣
は
、
民
間
貿
易
の
再
開
や
、
輸
出
入
回
転
基
金
の
設
定
と
い
う
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
一
種
の
外
資
導
入
に
積
極
的
な
態
度
を
と
り
、
ま
た
、
経
済
安
定
本
部
を
中
心
と
し
て
経
済
統
制
を
実
施
し
、
経
済
復
興
計
画
」
の
立
案
を
開
始
す
る
一
方
、
社
会
党
系
労
組
の
総
同
盟
の
主
導
で
結
成
さ
れ
た
労
使
協
力
組
織
の
経
済
復
興
会
議
と
と
も
に
生
産
復
興
運
動
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
・
民
主
両
党
の
経
済
政
策
に
は
、
ず
れ
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
炭
鉱
国
家
管
理
問
題
で
露
呈
し
、
民
主
党
が
、
一
方
で
国
家
に
対
す
る
、
他
方
で
労
働
者
に
対
す
る
、
経
営
者
の
権
限
の
強
化
を
求
め
た
。
つ
ま
り
、
保
守
政
党
の
民
主
党
は
、
社
会
党
よ
り
も
弱
い
国
家
介
入
を
え
て
お
り
、
ま
た
、
社
会
党
の
よ
う
な
労
働
者
主
導
の
労
使
協
力
で
は
な
く
、
経
営
者
主
導
の
労
使
協
力
を
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
両
党
は
、
昂
進
す
る
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
コ
ス
ト
を
、
労
働
者
と
経
営
者
の
い
ず
れ
に
負
わ
せ
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
深
め
、
昭
和
二
二
年
度
補
正
予
算
の
財
源
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
片
山
内
閣
が
瓦
解
し
た
。
一
九
四
八
年
三
月
一
〇
日
、
同
じ
く
中
道
連
立
に
よ
る
芦
田
民
主
党
首
班
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
両
党
の
対
立
は
一
層
深
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
外
資
導
入
に
賛
成
し
た
が
、
そ
の
受
入
態
勢
を
め
ぐ
っ
て
、
民
主
党
が
対
労
働
攻
勢
を
強
め
、
社
会
党
の
反
発
を
招
い
た
。
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
の
安
定
化
を
め
ぐ
っ
て
、
民
主
党
の
賃
金
の
直
接
統
制
論
と
、
社
会
党
の
通
貨
処
理
論
が
衝
突
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
芦
田
内
閣
は
崩
壊
し
た
。
中
道
連
立
内
閣
の
崩
壊
後
、
自
由
党
（
民
主
自
由
党
）
が
政
権
に
復
帰
し
た
。
一
九
四
九
年
二
月
一
六
日
に
成
立
し
た
第
三
次
吉
田
内
閣
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
ッ
ジ
の
指
示
の
下
、
単
一
為
替
レ
ー
ト
を
設
定
し
て
国
際
経
済
に
復
帰
す
る
た
め
、
昭
和
二
四
年
度
の
超
衡
予
算
を
中
核
と
す
る
イ
ン
フ
レ
の
安
定
化
政
策
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
一
環
と
し
て
、
経
済
統
制
を
積
極
的
に
解
除
す
る
一
方
、
労
働
組
合
法
の
改
正
を
行
い
、
労
働
者
側
に
有
利
な
労
働
協
約
の
破
棄
を
可
能
に
し
、
経
営
権
の
回
復
を
進
め
さ
せ
た
。
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
へ
の
参
加
、
国
家
介
入
の
排
除
、
労
働
組
合
運
動
の
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抑
制
と
い
っ
た
点
で
、
自
由
党
の
経
済
政
策
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
緊
縮
政
策
の
点
で
は
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
吉
田
内
閣
は
、
デ
ィ
ス
・
イ
ン
フ
レ
政
策
と
呼
ば
れ
る
金
融
の
緩
和
政
策
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
ド
ッ
ジ
の
批
判
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
四
月
か
ら
引
締
め
政
策
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
輸
出
の
拡
大
は
、
未
だ
困
難
で
あ
っ
た
。
デ
フ
レ
不
況
に
陥
っ
て
い
た
日
本
経
済
は
、
い
よ
い
よ
危
機
的
状
況
に
突
入
す
る
か
に
み
え
た
。
三
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
の
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
端
的
に
い
っ
て
、
冷
戦
が
熱
戦
化
し
て
本
格
的
に
波
及
し
、
対
米
従
属
と
軍
事
化
が
進
展
し
た
。
警
察
予
備
隊
の
創
設
に
よ
る
事
実
上
の
再
軍
備
の
開
始
、
中
ソ
両
国
を
排
除
し
た
講
和
条
約
の
締
結
、
米
軍
駐
留
を
規
定
す
る
安
保
条
約
の
調
印
な
ど
で
あ
る
。
経
済
的
に
も
、
米
軍
の
特
需
へ
の
依
存
を
強
め
る
一
方
、
中
国
貿
易
が
著
し
く
制
限
さ
れ
た
。
特
需
は
、
デ
フ
レ
不
況
に
陥
っ
て
い
た
日
本
経
済
に
巨
額
の
ド
ル
収
入
を
も
た
ら
し
、
生
産
復
興
を
進
め
さ
せ
た
が
、
そ
の
反
面
で
イ
ン
フ
レ
や
労
働
強
化
の
原
因
と
な
り
、
さ
ら
に
、
再
軍
備
の
進
展
と
相
俟
っ
て
、
非
拡
大
再
生
産
的
な
軍
事
経
済
化
へ
の
懸
念
を
高
め
さ
せ
た
。
ま
た
、
中
国
貿
易
の
制
限
は
、
特
需
に
よ
っ
て
十
分
に
補
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
戦
前
の
日
中
貿
易
の
比
重
を
え
る
と
、
大
き
な
打
撃
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
経
済
は
、
特
需
に
よ
っ
て
危
機
か
ら
脱
し
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
生
産
復
興
の
き
っ
か
け
を
得
た
。
特
需
は
国
際
収
支
の
制
約
を
緩
め
、
そ
れ
に
独
立
し
た
こ
と
も
加
わ
り
、
吉
田
内
閣
は
、
自
由
党
本
来
の
財
政
・
金
融
面
で
の
積
極
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
膨
大
な
特
需
の
存
在
を
前
提
に
、
財
政
・
金
融
を
緩
和
し
、
積
極
的
に
資
金
を
投
下
し
て
、
産
業
の
合
理
化
を
進
め
、
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
、
輸
出
の
振
興
を
図
る
と
い
う
、
積
極
政
策
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
六
年
度
予
算
か
ら
昭
和
二
八
年
度
予
算
に
か
け
て
、
超
衡
財
政
か
ら
の
離
脱
と
積
極
財
政
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
輸
出
銀
行
お
よ
び
日
本
開
発
銀
行
の
設
立
、
特
別
償
却
制
度
を
中
心
と
す
る
租
税
特
別
措
置
の
実
施
、
財
政
投
融
資
計
画
の
開
始
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な
ど
、
戦
後
日
本
の
産
業
政
策
の
原
型
が
形
成
さ
12
れ
た
。
輸
出
振
興
の
努
力
は
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
軍
の
特
需
に
依
存
し
て
行
っ
た
こ
と
に
、
吉
田
内
閣
の
対
米
従
属
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。
民
主
党
の
後
身
政
党
と
し
て
一
九
五
二
年
二
月
八
日
に
結
成
さ
れ
た
改
進
党
は
、
経
済
自
立
を
達
成
す
べ
く
、
経
済
の
綜
合
計
画
化
」
な
ど
国
家
介
入
や
労
使
協
力
を
強
調
13
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
膨
大
な
特
需
が
存
在
す
る
以
上
、
必
ず
し
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ
た
。
社
会
党
左
派
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
後
、
特
需
へ
の
依
存
に
よ
る
対
米
従
属
の
軍
事
経
済
化
を
批
判
し
て
、
中
国
貿
易
を
主
軸
と
す
る
平
和
的
な
自
立
経
済
の
建
設
を
打
ち
出
し
た
。
第
一
に
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
政
策
を
前
提
と
し
た
上
で
の
転
換
で
あ
っ
た
。
社
会
党
は
、
分
断
の
な
い
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
へ
の
参
加
と
い
う
え
に
基
づ
き
、
共
産
主
義
諸
国
と
の
貿
易
へ
の
制
約
に
反
対
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
生
産
性
・
生
産
力
の
向
上
・
増
強
と
い
う
観
点
か
ら
、
非
拡
大
再
生
産
的
な
軍
事
経
済
化
を
懸
念
し
て
、
特
需
へ
の
依
存
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
れ
は
、
全
面
講
和
論
の
経
済
的
基
礎
で
あ
っ
た
。
社
会
党
の
全
面
講
和
論
は
、
通
常
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
単
な
る
理
想
主
義
で
は
な
く
、
中
国
貿
易
を
主
軸
と
す
る
経
済
政
策
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
朝
鮮
戦
争
と
い
う
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
中
ソ
と
の
関
係
改
善
は
実
現
可
能
性
が
低
く
、
ま
た
、
膨
大
な
特
需
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
中
国
貿
易
の
魅
力
は
相
対
的
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
左
派
の
主
張
は
右
派
に
受
容
さ
れ
ず
、
社
会
党
は
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
四
日
に
分
裂
14
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
後
、
冷
戦
が
熱
戦
化
し
て
本
格
的
に
波
及
し
、
対
米
従
属
と
軍
事
化
が
進
展
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
保
守
と
革
新
の
対
立
が
生
じ
た
。
保
守
勢
力
が
、
自
由
主
義
陣
営
を
指
向
し
て
、
対
米
従
属
と
軍
事
化
を
受
け
入
れ
、
冷
戦
の
一
翼
を
担
お
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
革
新
勢
力
は
、
対
米
従
属
と
軍
事
化
を
拒
否
し
、
特
に
そ
の
中
核
た
る
左
派
社
会
党
は
、
中
立
を
掲
げ
て
冷
戦
を
緩
和
・
解
消
し
よ
う
と
し
た
。
保
革
の
分
岐
と
な
っ
た
の
は
、
講
和
・
安
保
両
条
約
の
批
准
投
票
で
あ
15
っ
た
。
自
由
党
と
民
主
党
が
両
条
約
に
賛
成
し
た
の
に
対
し
て
、
右
派
社
会
党
は
安
保
条
約
に
、
左
派
社
会
党
と
共
産
党
は
両
条
約
に
反
対
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
と
も
呼
ば
れ
る
両
条
約
の
枠
組
み
を
支
持
す
る
保
守
勢
力
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
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革
新
勢
力
が
形
成
さ
れ
た
の
で
16
あ
る
。
た
だ
し
、
批
准
投
票
で
の
革
新
勢
力
の
足
並
み
の
乱
れ
や
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
政
党
政
治
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
朝
鮮
戦
争
下
の
対
米
従
属
と
軍
事
化
の
な
か
、
優
位
に
立
っ
た
の
は
保
守
勢
力
で
あ
り
、
な
か
で
も
自
由
党
で
あ
っ
た
。
四
朝
鮮
休
戦
後
、
一
九
五
五
年
17
ま
で
一
九
五
三
年
七
月
二
七
日
、
朝
鮮
戦
争
は
休
戦
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
一
九
五
四
年
七
月
二
一
日
の
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
、
一
九
五
五
年
七
月
一
八
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
国
巨
頭
会
談
と
、
緊
張
緩
和
が
進
展
し
、
熱
戦
が
冷
戦
化
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
対
米
従
属
と
軍
事
化
が
転
換
し
、
対
米
自
立
と
非
軍
事
化
が
進
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、
特
需
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
膨
大
な
特
需
の
存
在
を
前
提
と
す
る
積
極
政
策
が
行
き
詰
ま
り
、
国
際
収
支
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
一
方
、
中
国
貿
易
を
は
じ
め
中
ソ
と
の
関
係
改
善
を
求
め
る
動
き
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
緊
張
緩
和
の
進
展
は
、
二
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
階
の
朝
鮮
休
戦
後
は
、
対
米
自
立
と
非
軍
事
化
が
未
だ
本
格
化
せ
ず
、
保
守
政
党
や
財
界
が
特
需
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
、
ま
た
、
右
派
社
会
党
で
す
ら
中
国
貿
易
に
対
す
る
警
戒
感
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
段
階
の
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
後
に
な
る
と
、
対
米
自
立
と
非
軍
事
化
が
本
格
化
し
、
特
需
の
激
減
が
明
白
な
も
の
と
な
る
一
方
、
中
国
貿
易
を
求
め
る
動
き
が
保
守
政
党
や
財
界
に
も
広
が
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
左
派
社
会
党
が
攻
勢
に
転
じ
た
。
中
国
貿
易
を
主
軸
と
す
る
平
和
的
な
自
立
経
済
の
建
設
と
い
う
経
済
政
策
が
、
実
現
可
能
性
を
高
め
、
ま
た
、
魅
力
を
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
を
指
向
し
て
い
た
右
派
社
会
党
も
、
左
派
社
会
党
に
接
近
し
、
一
九
五
四
年
一
一
月
二
〇
日
に
政
策
上
の
合
意
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
中
立
で
一
致
し
た
両
派
社
会
党
は
、
再
統
一
に
よ
る
政
権
獲
得
を
目
指
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
保
守
政
党
は
、
劣
勢
に
追
い
込
ま
れ
た
。
第
一
に
、
緊
張
緩
和
の
進
展
に
よ
っ
て
、
自
由
党
の
吉
田
内
閣
の
経
済
政
策
が
行
き
詰
ま
り
、
民
主
党
の
鳩
山
内
閣
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
内
部
で
中
国
貿
易
を
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求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
し
か
し
、
緊
張
緩
和
の
進
展
は
、
熱
戦
の
冷
戦
化
で
し
か
な
く
、
鳩
山
内
閣
で
す
ら
、
あ
く
ま
で
も
対
米
協
調
の
枠
内
で
、
中
ソ
と
の
関
係
改
善
を
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
保
守
政
党
は
、
中
立
を
掲
げ
る
社
会
党
の
攻
勢
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
に
、
一
九
五
三
年
五
月
二
一
日
に
成
立
し
た
第
五
次
吉
田
内
閣
以
降
、
保
守
政
党
の
分
立
・
対
立
ゆ
え
に
不
安
定
な
少
数
派
政
権
が
続
い
た
。
保
守
政
党
は
、
ア
メ
リ
カ
や
財
界
と
協
力
し
な
が
ら
、
巻
き
返
し
を
行
っ
た
。
第
一
に
、
経
済
政
策
の
転
換
を
図
っ
た
。
も
は
や
特
需
に
は
期
待
で
き
ず
、
中
国
貿
易
へ
の
依
存
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
は
得
ら
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
東
南
ア
ジ
ア
経
済
開
発
構
想
も
挫
折
し
た
。
結
局
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
自
由
主
義
諸
国
と
の
貿
易
に
よ
る
経
済
自
立
の
達
成
し
か
な
か
っ
た
。
吉
田
内
閣
は
、
経
済
政
策
を
転
換
し
、
昭
和
二
九
年
度
の
「
一
兆
円
予
算
」
な
ど
、
財
政
・
金
融
面
で
の
緊
縮
政
策
を
実
施
し
、
一
九
五
四
年
九
月
一
一
日
の
自
由
党
新
政
策
で
は
、
経
済
政
策
へ
の
総
合
性
と
計
画
性
の
付
与
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
改
進
党
の
経
済
政
策
へ
の
接
近
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
社
会
党
の
政
権
獲
得
を
阻
止
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
経
済
政
策
を
決
定
・
実
施
す
る
た
め
、
保
守
合
同
を
進
め
た
。
一
九
五
四
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
新
党
交
渉
委
員
会
、
一
九
五
五
年
七
月
の
新
党
政
策
委
員
会
、
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
の
新
党
結
成
準
備
会
の
政
策
委
員
会
と
い
っ
た
保
守
合
同
に
向
け
て
の
政
策
協
議
で
も
、
改
進
党
お
よ
び
そ
の
後
継
政
党
の
民
主
党
の
経
済
政
策
が
、
大
筋
で
採
用
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
新
党
政
策
委
員
会
で
は
、
社
会
党
に
対
抗
す
る
「
進
歩
的
」
政
策
と
し
て
、
生
産
力
の
増
強
に
よ
る
福
祉
国
家
の
実
現
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
三
日
の
社
会
党
統
一
に
続
い
て
、
一
一
月
一
五
日
に
保
守
合
同
が
実
現
し
た
。
ま
た
、
自
民
党
の
結
成
と
軌
を
一
に
し
て
、
ガ
ッ
ト
へ
の
正
式
加
入
が
実
現
し
、
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
日
本
生
産
性
本
部
が
設
立
さ
18
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
で
示
し
た
一
九
五
五
年
の
政
治
経
済
体
制
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
片
山
社
会
党
首
班
内
閣
の
経
済
政
策
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
な
違
い
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、
開
放
的
国
際
経
済
秩
序
が
自
由
主
義
陣
営
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
休
戦
後
の
緊
張
緩
和
の
進
展
が
、
冷
戦
の
解
消
で
は
な
く
、
熱
戦
の
冷
戦
化
に
す
ぎ
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ず
、
対
米
従
属
と
軍
事
化
が
必
ず
し
も
払
拭
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
党
は
、
中
国
貿
易
を
主
軸
と
す
る
経
済
政
策
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
対
米
貿
易
の
増
加
と
と
も
に
、
中
国
貿
易
の
魅
力
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
違
い
は
、
国
家
介
入
が
経
済
政
策
へ
の
総
合
性
と
計
画
性
の
付
与
に
限
定
さ
れ
、
労
使
協
力
が
労
働
者
で
は
な
く
経
営
者
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
主
党
の
政
策
が
反
映
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
付
記
本
稿
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
八
日
に
行
わ
れ
た
占
領
・
戦
後
史
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
「
戦
後
経
済
復
興
を
め
ぐ
る
政
治
」
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
1
一
九
五
五
年
体
制
を
政
治
経
済
体
制
と
し
て
意
味
づ
け
る
優
れ
た
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
新
川
敏
光
「
も
う
一
つ
の
五
五
年
体
制
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
。
た
だ
し
、
新
川
の
分
析
は
、
労
使
関
係
の
領
域
に
集
中
し
て
い
る
。
2
Jo
h
n
G
era
rd
R
u
g
g
ie,
“In
tern
a
tio
n
a
l
R
eg
im
es,
T
ra
n
sa
ctio
n
s,
a
n
d
C
h
a
n
g
e,”
S
tep
h
en
D
.
K
ra
sn
er,
ed
.,
In
tern
ation
al
R
egim
es,
Ith
a
ca
：
C
o
rn
ell
U
n
iv
ersity
P
ress,
1983.
ロ
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
コ
ハ
ー
ン
「
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
の
危
機
」
Ｊ
・
Ｈ
・
ゴ
ー
ル
ド
ソ
ー
プ
編
〔
稲
上
毅
ほ
か
訳
〕『
収
斂
の
終
焉
』
有
信
堂
、
一
九
八
七
年
。
3
C
h
a
rles
S
.
M
a
ier,
In
S
earch
of
S
tability,
C
a
m
b
rid
g
e ：
C
a
m
b
rid
g
e
U
n
iv
ersity
P
ress,
1987,
C
h
a
p
ter
3
a
n
d
C
h
a
p
ter
4.
4
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
浅
井
良
夫
「『
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
』
の
成
立
（
一
｜
五
」
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
一
四
五
・
一
四
六
・
一
四
八
・
一
四
九
・
一
五
〇
号
、
一
九
九
九
｜
二
〇
〇
〇
年
。
5
久
米
郁
男
は
、
本
稿
と
は
異
な
り
、
鳩
山
・
岸
両
内
閣
の
経
済
政
策
を
「
国
内
志
向
」
で
あ
っ
た
と
評
価
し
、
日
本
に
お
け
る
「
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
」
の
成
立
を
池
田
内
閣
の
経
済
政
策
に
求
め
て
い
る
（
久
米
郁
男
「
鳩
山
・
岸
路
線
と
戦
後
政
治
経
済
体
制
」〔
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
二
〇
号
、
一
九
九
七
年
〕
。
6
生
産
性
向
上
運
動
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、『
生
産
性
運
動
三
〇
年
史
』
日
本
生
産
性
本
部
、
一
九
八
五
年
。
7
生
産
性
と
生
産
力
と
い
う
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
英
語
で
は
、p
ro
d
u
ctiv
ity
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
生
産
力
と
い
う
用
語
は
、p
ro
d
u
ctiv
e
fo
rce
で
あ
る
。
8
新
川
敏
光
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
を
残
滓
的
福
祉
国
家
の
段
階
と
位
置
づ
け
、
経
済
復
興
・
発
展
が
最
大
の
国
家
目
標
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
新
川
敏
光
『
日
本
型
福
祉
の
政
治
経
済
学
』
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
、
第
二
章
。
9
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
衡
財
政
主
義
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
山
口
二
郎
『
大
蔵
官
僚
支
配
の
終
焉
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
第
二
部
。
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10
自
由
民
主
党
編
『
自
由
民
主
党
党
史
資
料
編
』
自
由
民
主
党
、
一
九
八
七
年
、
八
頁
、
一
〇
頁
。
11
中
北
浩
爾
『
経
済
復
興
と
戦
後
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。
12
中
村
隆
英
『
日
本
経
済
そ
の
成
長
と
構
造
〔
第
三
版
〕』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
第
二
部
第
五
章
五
。
13
改
進
党
お
よ
び
民
主
党
を
軸
に
据
え
て
保
守
合
同
に
至
る
政
策
的
な
流
れ
を
追
っ
た
書
物
と
し
て
、
宮
本
吉
夫
『
新
保
守
党
史
』
時
事
通
信
社
、
一
九
六
二
年
。
14
中
北
浩
爾
『
経
済
復
興
と
戦
後
政
治
』
第
四
章
第
三
節
。
15
五
十
嵐
武
士
『
対
日
講
和
と
冷
戦
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、
一
六
四
頁
。
16
清
水
慎
三
『
戦
後
革
新
勢
力
』
青
木
書
店
、
一
九
六
六
年
、
五
四
｜
六
三
頁
。
17
中
北
浩
爾
「
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
（
一
・
二
・
三
」
大
阪
市
立
大
学
『
法
学
雑
誌
』
第
四
七
巻
第
二
・
三
・
四
号
、
二
〇
〇
〇
｜
二
〇
〇
一
年
。
18
社
会
党
に
と
っ
て
の
生
産
性
向
上
運
動
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
中
北
浩
爾
「
日
本
社
会
党
の
岐
路
」
住
沢
博
紀
・
堀
越
栄
子
編
『
二
一
世
紀
の
仕
事
と
く
ら
し
』
第
一
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
。
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